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令和６年１月定例教育委員会定例会  会議録  

 
１．開催日時：令和６年１月２４日（水）１３：３０ ～１５：２９ 

２．場所  ：古賀市役所 第２庁舎 ４０２会議室 

３．出席委員：長谷川教育長 木村教育長職務代理 大賀委員 小山委員 松下委員 松本委員 

４．欠席委員：なし 

５．出席職員 ：教育部長 横田浩一、教育総務課長 桐原誠、学校教育課長兼主幹指導主事 島

居隆浩、学校教育課主任指導主事 江口裕規、生涯学習推進課長 樋口武史、青少年育

成課長 坂井義伸、文化課長 柴田博樹、学校給食センター所長 石橋智博、教育総務

課庶務係長 波多江由美 

６．傍聴者 ：なし 

 

７．会議内容 

１．開会 

【木村議長】１３時３０分、開会を宣言。 

 

２．教育長あいさつ 

開会にあたり長谷川教育長があいさつ 

 

３．諸報告  

（１）教育長報告 

   （資料により説明) 

（２）教育委員情報交流 

   なし 

（３）教育委員会報告  

・古賀市スポーツ推進委員の委嘱について（生涯学習推進課長が資料により説明） 

 

４．議案  

【木村議長】 今から審議に入りますが、議案の朗読は省いていただき、提案される議案の要点

だけを説明していただきたいと思います。順に議案の審議を行いますので、説明をお願

いします。 

第１号議案 古賀市文化財保護審議会委員の委嘱ついて （文化課長・議案説明） 

【木村議長】ご質問等ありますか。（特になし）第１号議案は承認としてよろしいですか。（はい） 

第１号議案は承認します。 

 

５．協議事項 

・小中学校卒業式及び入学式における教育委員会『告示』について 

 （教育総務課長が資料により説明）委員の意見を踏まえ、修正を確認 

・小中学校卒業式及び入学式における教育委員の出席者の配置について 

（教育総務課長が資料により説明）出席者を確認 

・第２次古賀市スポーツ推進計画中間見直し（案）（生涯学習推進課長が資料により説明） 

・第３次古賀市生涯学習基本計画（案）（生涯学習推進課長が資料により説明） 
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 ・リーパスプラザこがリニューアル基本計画（案）（生涯学習推進課長が資料により説明） 

 【松本委員】３点、意見を述べます。1点目は９ページのところです今回リニューアルに際し、周辺地

域に比べてハード面、ソフト面、アクセス面、周辺地域との関連今の段階で、特徴、そういう構想

がありますか。 

【生涯学習推進課長】１番の古賀の特徴というのは、駅から近いというのがございます。立地のメリ

ットはリーパスプラザが市の中で一番、そういったとこを目指しながら考えているところです。 

【松本委員】２点目は３５ページ、図書館の貸出し冊数は県平均、全国平均を上回っていて、利用者

は減ってるけど１人当たりの貸出し冊数が増えている。図書館離れがこの自治体でも進んでると思

うんですが、貸出し冊数が多いことは何かの魅力あると思います。ぜひこれを推進していただきた

い。３点目ですが、４１ページ、自由回答の４点は貴重な意見だなと、私も思っております。もう、

この４つを全部充足するようなリニューアルで、ここに来れば、その日によっていろんなことを体

験できる。いわゆる多世代型の公共施設になるのでは。課題は、芸術文化の拠点とスポーツ活動の

拠点が一体化で、市民の皆さんの心身ともに豊かになる。利用者が増えるように取組とか、子ども

たちが遊べるようなグラウンドとか、構想の中に入れて欲しいなと思っております。これ意見です。 

【木村議長】ありがとうございます。ほかにないでしょうか。 

【小山委員】基本的に社会教育委員の会議の中で、社会教育委員から答申をもらって進めるのですか。 

【生涯学習推進課長】社会教育委員の会議に、お話は出してご意見はいただきますが、今のところ市

の方が主導をもってやっております。これから今松本委員がおっしゃいましたように、いろんな発

想が必要になりますので、そこは今回この資料に吸収したつもりですが、これから先もこういう活

動は続けなければならないと思っています。 

【小山委員】グラウンドはどのくらいの使用頻度があるんですか。 

【生涯学習推進課長】球技を一切禁止していて、1番メインで使っているのは週５回のグラウンドゴル

フで、正式申し込みで言うと、利用実態としてはあまり高くない状況です。 

【木村議長】他にないでしょうか。この計画はリーパスプラザこがの敷地までのところで考えてある

ということですね。 

【生涯学習推進課長】リーパスプラザこがは、中央公民館、歴史資料館、図書館で、この計画には市

民体育館は入っていません。 

【木村議長】市民体育館は入ってない。 

【生涯学習推進課長】体育館は同じ生涯学習ゾーンという中にございますけれども、別の考えがあり

ます。計画とかそういった何か形になるようなものではなくて、本当に今現在、どうしたらいいの

かは、考えている最中でして、・・・ 

【木村議長】まだ検討中の段階で、2031 年にできるように、進めていきたいという気持ちで進めてあ

るということですね。 

【生涯学習推進課長】東口の開発はかなり難易度が高いところもございます。このスケジュールを見

ながら不透明なところもありますけども、一応、今回 2031年を目指したいという段階です。 

【木村議長】市民の文化芸術の中心としてリニューアルして頂けたらと思います。またその都度、報

告は、出していただけるのですか。 

【生涯学習推進課長】はい、勿論でございます。 
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【木村議長】ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

 

 

６．その他事項 

（１）各課報告 

教育部長   

・古賀市教育大綱並びに古賀市教育行政の目標と主要施策について 

（今後のスケジュール等説明） 

教育総務課 

・ 学校施設整備の主たる工事等について （教育総務課長が資料により報告） 

学校教育課  

・水泳授業について（学校教育課長が資料により報告） 

・児童生徒指導状況について（学校教育課長が資料により報告） 

・教育支援委員会の実施状況（学校教育課長が資料により報告） 

・古賀市立小中学校運営における令和６年度の変更点において 

（学校教育課長が資料により報告） 

・令和５年度学校教職員の表彰入賞（学校教育課長が資料により報告） 

生涯学習推進課 

・はたちの集いについて（生涯学習推進課長が報告） 

文化課 

・「第２期文化芸術振興計画」パブリックコメントについて（文化課長が資料により報告） 

・三上真輝とランタンの世界について（文化課長が資料により報告） 

青少年育成課  

・子ども家庭センターの設置について（青少年育成課長が資料により報告） 

学校給食センター  

・給食食器の検討について（学校給食センター所長が資料により説明） 

【木村議長】各課報告についてご質問はありますか。 

【小山委員】はたちの集い午後２時開始の理由は 

【生涯学習推進課長】午後１時だと昼食の時間が取りにくいことと、出初式に参加している

成人者が参加しにくいこと、成人者が終了後、出かけることを考慮して決めています。 

【松本委員】１６ページのいじめの主な対応状況な中の「嫌なことや恥ずかしいこと、危険

なことをされたりさせられたりする」の危険なこととはどのようなことですか。 

【学校教育課長】報告事項で危険なこととか、命に関わることとしては上がってきておりま

せん。その他のことで挙げてる内容だというところで認識しております。 

【松本委員】オープンして３か月、青柳児童センター、あすなろ教室の運営状況はどうでし

ょうか。 

【青少年育成課長】青柳児童センターは前の米多比児童館の利用者よりも増えている状況で

す。中・高生が１８時以降利用できるようになり、まだ利用は少ないですが若干増えて
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います。今後利用が増えるように、リーパスプラザの学習室などにポスターを掲示して

利用促進を図りたいと考えているところです。 

【学校教育課長】あすなろ教室は、今年度に入り小学生の加入が非常に増えて、移転を契機

にまたさらに増えて、今現在、小学生が１０名近くになり、劇的に変わってきたところ

です。この理由としましては、さらに体験活動を充実したことも一つ挙げられるかなと

考えているところです。小学生が入りよりきめ細かな支援等が必要になるということで、

今後逆に課題としてどうやっていくか、充実させていく必要があると考えているところ

です。 

【松本委員】「こがんと」の記事から本当にすばらしい第３の児童館が出来上がったとうれし

く思っております。以前から教育長は中学校区に一つは児童館をつくりたいってことで、

ししぶもつくっていただきましたし、今度、米多比が青柳に移設しまして非常にきれい

にリニューアルして、すばらしい３つの児童館が人口６万を切る小さな自治体でできて

ることは、非常に画期的だと思っております。指導員の人材育成もよろしくお願いしま

す。 

【木村議長】長期欠席者の中で、病気のお子さんが令和３年から４年度にかけて、小中学校

すごく増えてると思うんですよね。病気扱いで長期欠席のお子さんをどういうふうに判

断したらいいでしょうか。 

【学校教育課長】はい、今、病気というのは起立性障害とか過敏性胃腸症候群が非常に増え

ている。今まで不登校の原因が、なかなか分からなかったというところがあったんです

けれども、最近はスクールソーシャルワーカーから機関につなぐようになり、また精神

的な疾患もはっきりしてきたことから数が上がってくるという状況で、また保護者の意

識としても少し高まってきたのかなと思っております。以上でございます。 

【木村議長】あと、もう一つ１９ページの、特別支援委員会の中で、今年の支援にかかる人

で、特別支援学級に 176名新規入級者がいるということですか。 

【学校教育課長】今年判定したのが 176人で、継続とか、障害種を変える、特別支援学校を

希望している子も上がってきます。新規もいらっしゃいますし、重複してる方もいるし

ということです。 

【木村議長】重複は特別支援学校判定や特別支援学級だったお子さんだけど、通級で大丈夫

になった方もいるけれども、176名が入級するということですか。 

【学校教育課長】そうです。入るということです。 

【小山委員】それともう 1点ですけど、１７ページの方の不登校の主たる要因は、保護者に

対してのアンケートした結果ですか。 

【長谷川教育長】学校の判断です。電話や家庭訪問での対応であったりすることで、これは

国が決めた項目ですので、どれかに入れるとするならば、これに該当するだろうという

ことで学校が判断をして、報告を上げるということです。 

 

（２）その他  

 教育総務課長 (行事予定の説明)  
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庶務係長 （定例会のスケジュール） 

 

７．閉会 

議長が閉会を宣言し、１５時２９分閉会した。 

 


